
 

 

  

 

NO.５ R５．８．１５ 長房みなみ保育園 

  

「やまゆり」 

 

週末になるとあちらこちらからお祭りの太鼓の音がにぎやかに聞こえてきますね。 

保育園では休み明け「お祭り行ったんだよ」「おししこわかったの」「はっぱきらきら

きーらきら、はって踊ったよ」と夏ならではの会話で大賑わいです。 

皆さんも、楽しい夏をお過ごしください。 

私のジュースとお母さんのコーヒーで「かんぱーい！」

ぞうさんは、バナナで「かんぱーい！」ラッコさんは何で

かんぱいするのでしょう。色々な動物たちがおいしい 

ものを「かんぱい」して遊びます。保育園で水分補給を 

したがらない子にも「かんぱいしよう」と声をかけると

うれしそうに友だちとコップを合わせごくごく飲み 

はじめます。「かんぱい」は魔法の言葉のようですね。 

 

遊びかた 

〇お子様と一緒に参加していただける保育体験会「あそびがわくわく」 
次回の予定です。 
 
  

 
 

 

今後の予定はのびのび通信やポスター、ホームページにてお知らせをさせていただきます。 

〇子育て相談は電話、FAX にて、いつでもお受けしています。 

TEL：０４２－６７３－５５６４ FAX：０４２－６７３－５５６５ 

 

        

野の花・虫図鑑 身近な野の花や虫の紹介です  
八王子の市花でもある「やまゆり」は、

日本原産の百合の一種です。この近く 

でも浅川沿いなどに咲いています。 

数ある百合の中でも「百合の女王」と 

呼ばれ、夏には黄色い筋と赤い斑の 

入った、花を咲かせます。 お店でよく 

みかけるカサブランカのの交配親として

知られています。 甘く強烈な香りを 

放ち、山野草として自宅で育てることも

できます。 

「かんぱーい」 山岡ひかる 著 アリス館 

長房みなみのびのび通信 

今月のおすすめ絵本 

 

子どもたちが喜ぶ 
わらべうた・ふれあい遊び紹介 

「おてぶしてぶし」 

」 

 

 

 

 

 

♪おてぶしてぶし  

てぶしのなかに 

へびのなまやけ 

かえるのさしみ 

いっちょうばこやるから 

まるめておくれ 

いーや 
 

 

てぶしは「手節」、手首や手を意味します。クルミやお手玉を左右の手で

行き来させ「どっちだ？」と当てっこするわらべ歌です。歌詞がちょっと

こわく感じるかもしれませんが、子どもたちは不思議な世界観が大好き

なので、何度も繰り返して楽しめます。 

① 両掌を合わせ、その中に木の実などを

一つ、包みます。 

② 歌いながらリズムにのって左右の手に

木の実を行き来させます。 

③ 「♪まるめておくれ」で両手を後ろにし

左右どちらかに木の実をかくし 

「いーや」で子どもの前にこぶしを 

だし「どっちだ」と言って当ててもらい

ます。当たったら「大当たり」と一緒に

喜んであげてください。 

第２回：９月 2１日１０：３０～１１：１５  長房みなみ保育園 ホールにて 

「親子で楽しもう 手作りおもちゃ遊び」園で使用している手作りのおもちゃで一緒に遊び 

ましょう。保護者の方も動きやすい服装でおこしください。 

 申し込み・問い合わせは下記の電話番号におかけください。 


